
やめよ!徳山ダ
徳山ダム建設中止を求める会通信
No.27(99.9.1

事 務 局  丁EL/FAX 0584「 78o4119
大垣市田町 1日 20-1  近藤方

公団が「立会依頼」口・強制収用手続き具体化ヘ

公団は 8月 9日 付けで、共有 トラスト地権者にあて土地収用法に基づく土地調査及び物

件調査のための「立入通知」、及び「立会依頼」を送付してきました。公団は、私たちト

ラスト地権者が要求する説明もしようともせず、先に強制収用ありき、の対応を行ってい

ます。 トラスト地の現況は集落があった時期とは大きく違っており、もともとの境界を確
定するのは不可能なはずです。本来のあるべき手続きをも無視して着工への突き進む公団

への抗議と地権者としての主張を行うために、 9月 15日 に緊急現地集会を行います。遠

方であり、不便なところでもありますが、多くの方のご参加をお願いします。総括集会だ

けのご参加も歓迎します。

徳山ダム強制収用手続き抗議
9月 15日 (水・劉寿諸による緊急現地集会
(1)ト ラス ト地での現地集会

大垣駅北口 :10時 20分出発
揖斐川総合庁舎前 :11時出発
徳山・本郷共有地 :12時 30分集合

(2)総括・報告集会
大垣市・中川ふれあいセンター・大会議室 :17時から18時

水資源開発公団は、地権者に対して必要最低限の説明もしようとしないまま、

徳山の私たちのトラス トの土地への強制収用手続きに入りました。

9月 13日 と 15日 に「土地調書作成のための立会い」を一方的に依頼してきて
います。私たちはすでに、強制収用の前提となる事業認定 (「公共事業である」と

いう認定)が不当であると提訴しています。この司法判断 を待つことなく、また
「工事を止めて調査をする必要がある」という徳山ダムワシタカ類研究会委員の意

見を強権的に退けて、強制収用一本体工事強行をもくろむ公団への抗議をこめて、

緊急現地集会を行います。

もちろん、共有 トラス ト参加者でない方も歓迎します。

☆  (1)に参加可能な方は事務局までお知らせ下さい。特に、大垣駅北日から
出発の方は車に分乗する手配が必要なので、早めにお知らせ下さい。

事務局 :0584-78… 4119(TEL/FAX)

☆ 昼食時間をとっていません。おにぎりなどの簡便な食事を各自ご用意下さい。
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8月 18日 徳山ダム裁判 第2回口頭弁論
8月 18日 、徳山ダム裁判の第 2回 口頭弁論が開かれました。

行政訴訟 (事業認定取消訴訟)で出された被告建設大臣からの第一準備書面は、答弁書

の予告通 り「徳山ダムの公共性」を全面展開しています。 しかし内容
に目新 しいものはあ

りません。建設省側は「利水か治水か発電か渇水対策か、何かしら役
に立つ =利益がある。

一方、失われる利益―自然環境など―は大きくはない。だからダ
ム作る意味はある」と大

括 りにし、主に治水面で押そうとしています。 しかし私たちは、同時
進行で、住民訴訟を

起こし (岐阜県の違法支出)、 漠然と「役に立ちそうだから」
では済まないように、枠組

みを設定 しています。裁判で「勝算」を口にできるのも、わずかではあ
っても土地の権利

取得ができたからです。これまで多 くの裁判は、
「原告不適格」などでの門前払いでした。

これだけ大きいダム (公共事業)で、土俵を事業の中身に設定できたものは初めてかもし

れません。

徳山ダム裁判が歴史

的な裁判になることは

間違いありません。

裁判日程

10月 20日 (水 )
12月 22日 (水 )

来年 3月 1日 (水 )

いずれも岐阜地裁で

13時 30分 から。

楽しく徳山村キャンプ
8月 21日 -22日 、門入で恒例の

「徳山村キャンプ」を行いました (2

2名 参加 )。 門入に今 も暮 らす広瀬司

夫妻もお招きして、楽 しいバーベキユ

ーパーィーを行いました。

原告会費未納の方、

よろしくお願いします。

今
後
の
訴
訟
の
進
め
方
に
つ

い
て
は
、

「治
水
効
果
が
あ
る

の
か
、
水
需
要
の
見
通
し
は
確

か
な
の
か
な
ど
、

『
事
実
』
の

問
題
を
取
り
上
げ
、
判
断
過
程

を
ち
密
に
検
証
す
れ
ば
勝

て

る
」
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。

‐９ν
　
朝
日
新
聞

「必
要
性
検
証
で
勝
算
」

訥設
轟
紺
原
告
側
が
自
信
示
す
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徳山ダムワシ
夕力類研究会

水
資
源
開
発
公
団
が
揖
斐
郡

藤
橋
村
で
進
め
て
い
る
徳
山
ダ

ム
建
設
事
業
で
、
同
公
団
が
猛

き
ん
類
の
保
護
対
策
に
つ
い
て

助
言
を
求
め
て
い
る

「徳
山
ダ

ム
ワ
シ
タ
カ
類
研
究
会
」

（座

長

・
阿
部
学
新
潟
大
農
学
部
教

授
）
の
委
員
四
人
の
う
ち
二
人

が
三
日
、

「猛
き
ん
類
の
調
査

の
た
め
工
事
の

一
時
中
断
を
公

団
に
求
め
た
が
、
受
け
入
れ
ら

れ
な
か

っ
た
」
と
し
て
委
員
を

辞
任
し
た
。

【関
連
記
事
３
、
２５
面
に
】

同
研
究
会
は
阿
部
座
長
と
、

大
塚
之
稔
日
本
野
鳥
の
会
県
支

部
長
ら
鳥
類
の
専
門
研
究
者
四

人
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
工
事

の

一
時
中
断
を
求
め
て
辞
任
し

た
の
は
、
阿
部
座
長
を
除
い
た

二
人
の
委
員
。
辞
任
し
た
委
員

ら
は
ク
マ
タ
カ
の
繁
殖
率
低
下

の
原
因
を
究
明
す
る
た
め
に
、

工
事
を
全
面
中
止
し
、
自
然
の

研
任

凛

辞

夕

ヾ

シ

ヵ″［員
岬
委

徳
３

こ
れ
ま
で
公
団
側
は
、
ク
マ

タ
カ
、
イ
ヌ
ワ
シ
の
保
護
に
つ

い
て
、
同
研
究
会
の
専
門
家
の

指
導
、
助
言
を
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
来
た
だ
け
に
、
今
秋
と
さ

れ
る
本
体
着
工
を
前
に
、
苦
し

い
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

工
事
中
断
受
け
入
れ
ら
れ
ず

徳山ダムワシタカ類研究会委員を辞任刷

る遺稿を明らかにした日本野鳥の会県市

部の大塚之稔支部長〇、福井強志支部事

務局長〇、沢島武徳支部監事=県庁で

一
時
中
断
は
で
き
な
い
」
と
説

明
し
た
。

欠
員
と
な

っ
た
委
員
は
新
た

に
選
任
し
、
研
究
会
の
活
動
は

継
続
さ
せ
る
と
の
方
針
を
明
ら

か
に
し
た
。

→

岐阜新聞
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言周は

し
な
け
れ
ば
、
最
良
の
保
全
策

は
で
き
な
い
」
と
し
、

「
ど
う

あ
る
べ
き
か
考
え
直
す
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
だ

っ
た
の
で
は
な
い

か
」
と
話
し
た
。

さ
ら
に
、

「
自
分
た
ち
が
保

全
の
た
め
に
行

っ
て
き
た
提
言

が
十
分
で
は
な
か

っ
た
の
で
は

の
ク
マ
タ
カ
の
繁
殖
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、
工
事
エ
リ
ア
で

確
認
さ
れ
た
八
つ
が
い
以
外
の

調
査
を
二
、
三
年
間
実
施
す
る

と
い
う
新
た
な
対
応
策
を
明
ら

か
に
し
た
。
辞
任
し
た
二
人
の

委
員
に
も
こ
の
方
針
を
伝
え
て

い
た
。

市
川
総
括
は

「
（
ク
マ
タ
カ

の
営
業
に
は
）
調
査
、
地
元
の

人
の
森
林
伐
採
、
住
民
が
移
転

し
た
こ
と
に
よ
る
全
体
的
変
化

な
ど
総
合
的
な
影
響
が
あ
る
と

思
う
。
工
事
だ
け
で
は
な
い
」

と
強
調
し
た
。

ま
た
、
同
研
究
会
を
今
後
も

存
続
さ
せ
、
委
員
に
は
新
た
な

人
選
を
進
め
る
と
し
た
。
公
団

側
は

「地
元
の
地
理
に
詳
し
い

人
も
必
要
で
、
で
き
れ
ば

（辞

任
し
た
委
員
に
）
後
継
者
に
つ

い
て
相
談
を
し
た
い
」
と
し
て

い
る
。

睫一時一「̈一』一』一一一一〕『一砕一一一̈」一一

撻珈れ時嚇整幅増麒」̈
編一“［観瞳一塗輌沖棚銀辞】

一一』一̈”釦一̈にコは一評「一一一摯一一一時中一

真
っ
向
か
ら
見
解
対
立

「事
業
を
全
面
中
断
し
て
調
査
し
な
い
と
、
最
良
の
保
全
策
は
で
き
な
い
。
基
本
的
な
考
え
は
変
え
ら
れ
な
い
」
―
。
三
日
、
県
庁
で
記
者
会

見
し
た
徳
山
ダ
ム
ワ
シ
タ
カ
類
研
究
会
委
員
の
大
塚
之
稔
、
福
井
強
志
、
沢
島
武
徳
の
三
氏
は
、
辞
任
に
い
た

っ
た
経
緯
を
説
明
し
た
。
ま
た
、

こ
の
後
に
会
見
し
た
水
資
源
開
発
公
団
中
部
支
社
の
市
川
宏
武
特
定
事
業
グ
ル
ー
プ
総
括
は

「
（徳
山
ダ
ム
建
設
工
事
の
）
全
面
中
断
は
考
え
て

い
な
い
」
と
強
調
。
両
者
の
見
解
は
真

っ
向
か
ら
対
立
す
る
格
好
と
な

っ
た
。

大
塚
氏
ら
は
、

「
公
団
が
こ

れ
ま
で
、
提
言
を
受
け
て
、
多

大
な
努
力
を
し
て
く
れ
た
こ
と

に
は
感
謝
す
る
」
と
、
こ
れ
ま

で
の
調
査
や
対
応
に
は

一
定
の

評
価
を
示
し
た
。
そ
の
上
で
、

「
い
く

つ
か
の
中
断

で
は
な

く
、
事
業
を
全
面
中
断
し
調
査
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外

「建
設
促
進
決
議
を
し
な
い
で
」

徳山

反
対
住
民
・り
全
大
垣
市
議

徳
山
ダ
ム
の
建
設
に
反
対
し

て
い
る
住
民
団
体

「徳
山
ダ
ム

建
設
中
止
を
求
め
る
会
」

（上

田
武
夫
代
表
）
は
二
十
八
日
付

で
、
大
垣
市
議
三
十
二
人
全
員

に
、
九
月
議
会
で
徳
山
ダ
ム
のの

取
得
補
償
な
ど
、
双
方
の
主

張
が
食

い
違
う
点
を
確
認
し

た
。そ

の
上
で
、
収
用
委
の
端
元

博
保
会
長
は

「
次
回

審
理
で

結
審
し
た
い
」
と
述
べ
、
地
権

者
と
公
団
双
方
の
了
解
を
得

た
。建

設
予
定
地
内
に
は
、
こ
の

建
設
促
進
の
決
議
を
し
な
い
よ

う
求
め
る
文
書
を
郵
送
し
た
。

梶
原
拓
知
事
は
二
十
四
日
、

西
濃
地
方
の
経
済
人
ら
が
徳
山

ダ
ム
の
早
期
完
成
を
要
望
し
た

際
、
西
濃
地
方
で
大
垣
市
な
ど

に
要
請
文
書

五
市
町
が
建
設
促
進
決
議
を
し

て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
た
。

「求
め
る
会
」
は
梶
原
知
事
の

発
言
を
受
け
て
文
書
を
郵
送
し

た
。そ

れ
に
よ
る
と
、
徳
山
ダ
ム

徳
山
ダ
ム
未
買
収
地

次
回
審
理
で
結
審

岐
阜
県
収
用
委
決
定

水
資
源
開
発
公
団
が
岐
阜
県

藤
橋
村
で
建
設
中
の
徳
山
ダ
ム

予
定
地
内
に
あ
る
未
買
収
地
の

強
制
収
用
問
題
で
、
岐
阜
県
収

用
委
員
会
の
第
二
回
審
理
が
十

九
日
、
岐
阜
市
内
で
開
か
れ
、

審
理
を
九
月
二
十
八
日
の
次
回

審
理
で
結
審
さ
せ
る
こ
と
を
決

め
た
。
収
用
委
は
結
審
後
、
権

利
補
償
額
や
地
権
者
の
権
利
消

滅
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
裁
決

を
下
す
。

審
理
の
対
象
は
、
約
六
つ
の

共
有
地
。
地
権
者
百
五
十
人
の

う
ち
男
性

一
人
が
買
収
に
応
じ

て
い
な
い
。
こ
の
日
の
審
理
で

は
、
男
性
が

提
出
し
た
意
見

書
に
公
団
側
が
反
論
。
土
地
の

境
界
や
残
地

補
償
、
立
ち
木

8/20 中日新聞

8/28 朝日新聞
ほ
か
約
五
十
つ
の
未
買
収
地
が

あ
り
、
公
団
は
今
後
、
任
意
で

の
買
収
交
渉
が
成
立
し
な
か

っ

た
場
合
、
ダ
ム
反
対
派
が
ト
ラ

ス
ト
運
動
を
展
開
し
て
い
る
土

地
を
合
め
て
、
県
収
用
委
に
順

番
に
裁
決
中
請
す
る
予
定
に
し

て
い
る
。

が
完
成
す
れ
ば
、
西
濃
地
方
の

飲
み
水
は

「
お
い
し
く
て
安

い
」
と
さ
れ
る
地
下
水
か
ら
揖

斐
川
の
表
流
水
に
水
源
転
換
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、

「大
垣
市
民
の

知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
外
如
は
埋

め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
」
と
し

て
い
る
。

効
果
が
強
調
さ
れ
て
い
る
治

一̈

『
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

も
揖
斐
川
堤
防
の
改
修
の
促
進

を
求
め
て
い
る
。

イ
ヌ
ワ
シ
や
ク
マ
タ
カ
が
生

息
し
て
い
る
問
題
で
は

「人
が

将
来
に
わ
た

っ
て
健
康
に
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
こ
そ
、
生
態

系
の
保
全
が
必
要
な
の
で
す
」

と
し
て
い
る
。

梶
原
知
事
が
大
垣
市
な
ど
を

批
判
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「県
知
事
が
独
立
し
た
自
治
体

で
あ
る
市
の
議
会
の
行
為
を
あ

れ
こ
れ
言
い
立
て
る
な
ど
も

っ

て
の
ほ
か
」
と
し
た
う
え
で
、

「大
垣
市
議
会
が
知
事
の
圧
力

を
受
け
て
議
会
決
議
を
す
る
な

ど
、
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
恥
ず

か
し
い
こ
と
で
す
。
議
員
の
方

々
に
は
こ
う
し
た
圧
力
に
き
ぜ

ん
と
し
た
態
度
を
と

っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
要
望
し
て
い

る
。

徳
山
ダ
ム
は

‐７５
億
円
要
求

水
資
源
開
発
公
団
は
二
十
六

―・１
、
来
年
度
の
概
算
要
求
で
、

先
成
す
れ
ば
国
内
最
大
と
な
る

岐
阜
県
藤
橋
村
の
徳
山
ダ
ム
に

つ
い
て
、
百
七
十
五
億
円
を
要

求
す
る
と
発
表
し
た
。
今
年
度

と
比
べ
た
伸
び
率
は
三
二

・
四

％
で
、
満
額
認
め
ら
れ
れ
ば
、

同
ダ
ム
の
当
初
予
算
と
し
て
は

過
去
最
高
と
な
る
。

|
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朝
岐日
阜新
版聞

スケジュール (当会と直接のかかわりのないものも含みます)

9月 3日 (金 ) 運営委員会 18時 30分～  事務局
9月 4日 (土)  「阿寺渓谷を愛する下流市民の会J結成集会

13時 30分～ 16時 愛知県中小企業センター・第 2会議室
9月 11日 (土 ) 「長良川河口堰住民訴訟・愛知 原告団発足 1周年集会」

13時 30分～ 16時 30分 名古屋市公会堂 。第 6集会室
9月 15日 (水 ) 強制収用手続き抗議・緊急現地集会 (1ページ参照)
9月 25日・26日  水源開発問題全国連絡会総会/川辺川ダム全国集会 熊本県人吉市
9月 28日 (火) 岐阜県収用委員会  10時 30分～ 岐阜県シンクタンク庁舎
9月 29日 (水) 長良川河口堰住民訴訟第 6回裁判  10時 30分～ 名古屋地裁
9月 30日 (木 ) 藤橋村浄輪寺裁判(被告・島中氏への尋間)10時 30分～ 岐阜地裁
10月 6日 (水 ) 広瀬司さんへの明渡請求裁判控訴審   13時 ～ 名古屋高裁

「やめよ !徳山ダム」徳山ダム建設中止を求める会通信 編集責任 :近藤ゆり子
事務局 大垣市田町1-20-l  TEL/FAX 0584-78-4119
垂Fイ更振:1彗 :00800-7-31632 Emaili tokuyama(DgeOcities.cojp

URL:http://www.geocitics.cojp/WallStreet/1214/
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